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‡・　ミクロフィラリアの末梢血内出現のあち方につ桓ての観察

緒　　　　　閂

ミクロフィラリアが適期的に末梢血内に出現するこ

とば1879年Mansonによって始めて明らかにきれた

現象である．その原因について其の後80年の久しきに・

わたって各方面から検討きれ，いろいろの学説がとな

えられてきたがまだ解決されない難問として残されて

いる∴文献をびもといて特に硬く感ずることは成症の

不一致であって同一条件で同一繋鮫を行ってもその成

績が相反するものが少くない．従って本現象の原因に

関する見解も甲論乙駁を繰り返し学説の多いことでは

他にその常例を見ない．このことは取りもなおさず定

期出現性の難静陸を示すものだとは思われるが，実験

方法についても検討すべき間置が残されている様に思

う■　先に教室の田村は多数の感染者についてパンクロ

フト仔虫の末梢血内出現の態度を観察し，例外なく著

明な夜間出現陸巻示すが冥測値よりみた仔虫数は正常

生酒巷行っている同一個人でも部位により或は採血時

毎に常に変動し，一回の襲験値を以ってその増減，処

置の影響を判定することは困難だとして在来の賢鹸成

蹟の不一致の原因をこゝに求めている．宋棉血内に於

ては仔虫の分布が平等でない事は既に大森等も示摘し

ているところで，いろいろの実験操作が仔虫出現に及

ぼす影響をみる場合，先づ正常生活者に於ける末卜肖血

円仔虫出現の本当のあり方を明らかにしブ　その表わし

万，観察の方乱判定の親準決定について検討を加へ

る必要が痛感される．

この様な目的から著者は多数の　肝即鬼甜紺まα古αか

仁和力吉保虫老卜肋hげ払汀ね言徽血服ぶ感牒犬につい

てえた実測値を分析，整理することにより一知見をえ

たので章提督する，

実験方法及び材料

冥験対象としてスパトニンに依る治療を行ったこと

のない仔虫陰性のパンクロフト糸状虫圧愚者33名，

朗川カJαγfαよ肌椚言古fぶ感染犬30頭を用ひた．仔虫検

索のための採血はアレンケル氏潟血針にて耳莱穿刺庵

行ひ，2時間毎に流出する血液呑ザーリー氏血色素定

量用ピペットを用いて脱月旨した戟物ダラス上に20

Cmmづゝ3枚，合計60cmmのウガマキ様厚層嵯本巻

作り，乾燥，溶血，ギームザ染色を施し，全件虫数を
ヽ．

鏡換算定しに　なお採血にあたっては血液の凝固，管

壁への附着を防ぐためその都度3■8％クエン酸ソーダ

液にて涜職使用した．

こうしてえた仔虫の冥測値をもってグラフを画き，

一方24時間のこの曲線でかこまれた総面積に対する各

2時間の占める面積の比率を求めてもう一つの曲線を

えがき，この両者を比較検討した．即ち総面積は24時

間内に末梢の一点を通る仔虫の総数を表わし，後者は

各2時間毎に現はれた全仔虫数を示すものと推定きれ

る．〔第1図）

実　験　成　績

1〕仔虫出現曲踪

パンクロフト糸状虫仔虫の場合は勿論33例の全例が

明確な夜間出現性を示し，仔虫数の多いものは昼間で

も趣く少数の仔虫の出現がみられることがあるが，大＊長崎大学風土病研究所業贋第319号
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第3国　バンク占フト仔虫の定期出現性（Ⅱ）

〔同一患者，5回換血の平均〕

部分は相時に出現が始まり漸次増加して最高値に達

し，其の後は次第に瑛少して8時にはほぼ消失する・

仔虫の最高出現時刻は22時8例，24時7例，2時11

軌　ヰ時6例，6時1例で殆んど22時と4時の間にあ

るが前後8時間のかなり広い幅がみられる・仔虫出現

曲線の形も凹凸があり，33例申22例は2つ以上の山を

っくる．更に詳しく観察すると仔虫数の増加減少は必

ずしも直線的でなく，上昇期，下降期共にたへず増減

を示しながら消長することが賽われる・

郎押印甜玩紬皿沼琉の場合も同様であるが，昼

間でもかなりの仔虫の出現があり，曲線の凹凸が著明

である■

これら実測仔虫数を材料として面積比によるグラフ

を作製してみると，大部分は著明になめらかで，不親

則な凹凸がほとんどなくなり2峰性を示すものも7例

に減少した，最高仔虫救出現時刻も前後2時間のガレ

はあるが24時と2時の問に集中する傾向がみられる■

33例について各2時間の平均値をとり曲線を画くと

きわめてきれいな左右対称の曲線となる・時間毎の仔

虫出現度数分布をみると路直線となりク24～2時の間

存　median　とした正規曲線を示すことが親われ，理

鮒こは本曲削石言Je－葦㌍dxを
1

満足させるものと思われる▲（第2臥第1表〕

同一人について数回24時間採血を行ひ，同様の操作

を行って面積比による曲線を画いてみると，33例の平

均時と同様の正視曲線に近いものがえられる・〔第

3図〕

実測値からはなかなかうかがえないが理論的にはパ

ンクロフト糸状虫仔虫の宋F肖血内に於ける24時間内の

時間的分布は概ね24時～2時の間を読点とした正規分

布巷なす性格のものと判断きれる－

朗相月∫抑孟虚言椚桝fff530例について同様面積比に

なはした曲線をつくるとバンクロフト仔虫の場合のよ

うに凹凸の少いなめらかな曲線となるが昼間も仔虫の

出現があるため曲線の傾斜はゆるやかで，最高仔虫数

出現時刻は20時と22時の間にあり，パンクロフト仔虫

に較べて4時間前方へのガレがある．バンクロフト仔

虫の場合のやうにきれいな正規曲線とはならないが仔

虫の増加，減少の経過がきわめてはつきりとしてく

る．昼夜の差がパンクロフト程はつきりしないが全侃

に於て明らかに夜間出現性があり，最高値は必ず夜間
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第4図　郎叩β加古α古郡別記砧仔虫の定期出現性（l〕

〔30例の平均〕

㌣（咄す【¶－タロ・ロト叫サケ－－一一1－－－リー－－ヤー－＝二二二一－　7…冊【－∵…＝－→トー且富卜軸十笹

にみられる●〔第4図，第2表〕

2〕－昼夜間に於ける仔虫分布の割合

面積比による仔虫出現曲線について18蒔から8時迄

杏夜間，爾余を昼間として33例について昼夜間に於け

る出現仔虫分布の割合をみると，パンクロフト仔虫に

放ては昼間出現仔虫数の総仔虫数に対する比率は最高

6月7％，最低0ヲ右，平均1－99％，これに反して夜間は

100～93●53％，平均98．01％となり，仔虫数の非常に

多いものでも昼間の仔虫出現率はきわめて少いことが

わかる●文6例の愚老につき各人数回24時間採血をく

りかへして昼間出現率をみると各個人の日による昼間

出現率は路一定しており，その変動の幅は最高2－65

％，最低0，7門占で，最大のものでも2－65％に過ぎな

い●

朗γβ月Jαγ吉α古別納ま抽で柑時～6時を夜間，爾余

香昼間として比較してみると昼間23．30乃至48．35！‰

平均36・93％，夜間は76■70～51．65％，平均63．07％と

なり，バンクロフト仔虫に比べて昼間の出現率がはる

かに高い一　同一犬について数回24時間採血をくりかえ

し，昼夜間仔虫出現率の変動をみるとバンクロフト仔

虫に比べ一般にその帽が大であるが目昼夜が逆転する

ものはなく，常に夜間出現性を京すことが確認きれ

た．（第5園〕

考　　　　　察

菅通末梢血内へのミクロフィテリアの出現，消失の

経過を表わすのに2時間毎に採血を行い，その中の仔

虫数を算定し，実数値を結んだグラフ巷用いている．

先に片峰，田村の観察，大森のアカイエカによる吸血

実験の成績庵みると血中に放ける仔虫の分布は平等で

なく，常に濃淡があり宋測値は瞬間局々に変動をくり

かえしているものと考えられる．実測値からみた血中

仔虫の消長は全体として明らかな適期性は認められる

が上昇期に於ても常に不定の変動，凹凸をくりかえし

ながら増加してゆくもので決して直線的上昇はみられ

ない－従って個々の宋測値はその瞬間に放ける偶然的

仔虫数であって，それを結んだ曲線は連続した時間的

経過が無視されている●　それ故24時間を通じて末梢血

内を循環する仔由縁数の時間的分布の実態を示すもの

とは云い難い．これに反して各2時間の実測値の問が

占める面積は測定時瞬時の仔虫数でなく，2時間の経

過の間に末梢の一点を通過する仔虫数の総和を示すも
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第5囲」袖咄馳血厄紬湘捕抽仔虫の定期出現陸＝）

〔同一犬5回検血の平均〕

拭太線は平均値
欄外の数字は仔虫出現率

のと考えられる。勿論絶対値を表わすものではないが

曲線全体で囲まれた面嘩は24時間に末梢血内に出現す

る仔虫総数を表わすことになる．従って魯2時間の面

積が総面積に対する比を以って表わしたグラフは在来

の方法に比べより合理的と考える●

殊にこの様にしてつくられた曲線は一段に不親則な

凹凸がなくなり概ね左右対称のきわめて円滑な曲線を

うることはその証左とも考えられる．33例の多数の症

例の平均値及び同一個人につき数回行った平均値から

えられた曲線が定型的の正規曲臨を呈するに至ること

は三型論的に血中仔虫の時間的分布が24時～2時の間を

頂点とした正親曲捉に近い分布をする性格のものであ

らうことを想像きせる。緊験方法の関係上唯一回の24

時間捉血にて正親曲線をうることは勿論不可能である

が，24時間内の仔虫の末梢血内出現の状態を表わす方

法としては今後面積比法を蹄用することが合理的と考

える；

か盲γ¢刀言俳書α　言桝桝言古砧　の場合には昼間もかなりの

仔虫出現があり，パンクロフト仔虫樫きれいな正鵠曲

線とはならないが，曲線の凹凸がなくなり仔虫の増減

の経過がきわめて明らかとなる．最高仔虫数を示す時

間が前半夜20一－22時の間にあることもバンクロフト仔

虫との遠いである．

昼夜間の仔虫出現の割合はパンクロフト仔虫では昼

間出現の割合がきわめて少く平均1．99％，多いもので

も6．47％を超えないこと仁文同一一個人では常にその率

が一定していること，朗γββJ甜言α　吉例桝捕ざでは昼

間仔虫数はかなり多いが昼夜逆転を見ることはなく，

最高出現時刻が前半夜にあること等も重要である．

以上の成績からミクロフィラリアの定期出現性に関

する冥険を行い，加えられた宋験処置が適期陰に及ぼ

す影響を観察する場合は特定の場合を除畠面積比によ

るグラフ巷用い，全体的の昼夜問の出現仔虫数の割

合，曲線のガレを，朗川βJαγ査βf椚例言才砧では昼間

出現数が多いので曲線の昼夜逆転を一応の日曜として

結果を判定することに、したい．

摘　　　　　要

1).ミクロフィラリアの末梢血内出現の経過を表

わすには面積比によるのが合理的である.

2).バンクロフト仔虫の末梢血内出現の時間的分

布は24時～2時を頂点とした正規分布を示す性格のも
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のと判断される.

3).バンクロフト仔虫の昼間出現はきわめて少

く,その率は個人により略一定である.

4).実験操作による影響の判定には面積比曲線を

用い,全体としての曲線のズレ,昼夜間出現数の割合

の変動を参考とし,Dirofilaria immitisの場合は

その逆転を一応の目標としたい.

∬・βわて姉g融α触感ぬ成虫の犬への移植実験の応用

緒　　　　　昌

1953年Mann及FrattaはDirojilariaimmi

の一匹の峠がミクロフィラリアを産出する数を明らか

にする目的で成虫を犬に移植する笑顔倭行っている．

更に1955年同氏等は異常宿主に於ける　朗和β加古α

古郡刑晶の生存及活動卦険討するために同様の実験

を行っている．

著者はミクロフィラリアの定期出現性に関する研究

の一端としてMann及Fratta　の方法を用いて

かゎ且朽ね朝適才桐別記砧成虫の分娩能九　分娩きれた

仔虫が末梢血円に熟まれ始める時事凱仔虫の分娩，増

加の過樫と適期陸の推軌移植母虫の運愈などを観察

すると軸こ糸状虫駆虫剤スパトニンの影響を追求し

た．

尭験材料及び方法

繁験に供した犬は何れも長崎市で捕埠きれた野犬

で，成虫供給犬は血中仔虫数が多く，仔虫分娩の旺盛

なものを選び，移植犬は数回の換血にて仔虫陰性で砥

緊に未感染犬と思われるものを使用した．

移植の方法は期性犬を撲殺して心内より無菌的に成

虫杏とり出し，生理的金塊水に投入する．移植予定犬

をラボナール麻酔下で頸静腺を露出する●一方内径8●

5馳，轟き4ロCmのビニ―ル管に2ロ～印CC牢の注射筒巻

取り付け，肌用カヱ即寝言椚桝昆砧成虫一室づゝを生

理的食墟水と共にビニール管内に吸いんする．露出し

た頸静腺に横切關を加えてビニール管を心臓まで挿入

し∫生理的食墟水と共にビテール管内の成虫卦心内に

圧入する．成虫がビニール管内に残存していないこと

を確めて創を閉ぢ手術を終る．（写真1，2）

仔虫の検索：移植術終了後毎夜60cmmの耳菜採血

をしてギームザ染色後仔虫の検索を行い，仔虫発見後

は慶初の40乃至50日は10日に＝乱その後は1ケ月に

1回，24時間2時間毎の採血を行って仔虫の適期出現

性及び出現仔虫数の増加の模様を観察した．倍仔虫出

現の模様は前報にて記載した面積比法によった．

これらの移植犬はいろいろの時期に撲殺して心，

併行，大血管を調ノヾ発見成虫の韓梓書院椿．韓・有声．悼∴持

勘状況等を調べた－

実　験　成　績

最初の7例は牡処置犬から取り出しア言成王この移植を

行い，第8，9，1ロ例の3例は繁治犬にスパトニン

100mg⊥／軸1週間，第11，12例は同じく200mg／塵1週

間を投与し，血中のミクロフィラリアが殆んど消失し

儲
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た後，心から取り出した成虫を移植したものである．

移植した成虫の数は一頭当り雌姫各1豊から雌4，雄

2葦である．〔第3表〕

第瑠例≡雌雄各1隻の成虫を移植し，95日間末梢血

内の仔虫の検索を行ったが陰性に終った。剖検に俵つ

て肺動腺起始部に活発な雄成虫つ葺を認めたが雌は発

見出来なかった．

第2例：雌雄各2葺づゝの移植を行った．移植后17

日日に末梢血内に仔虫の出現があり，19日目，29日目

39日目，50日目，8＝∃目，110白目，140日目，172日

凱2ロ1日目，23＝］日，265日目に適期性を調べに

24時間の合計仔虫数は夫々3，27ク　66，153，707，2L

■87，2378，4067，3706，3026，282空で仔虫数は次第

に増加してゆき，け2日削こ最高値を示して其の后は

次発叱減少していった．仔虫数の比較的少い出現の初

期から昼間も仔虫の出現が串り，10回平均値に於て昼

夜の出現の割合は33－09：66。90％で夜間出現性を示し

ていた．

265日目に剖検を行って右心に雌堆者1隻の晒発な

成虫を確認した．（第4表，第6図）

第3例：雌4葺，碇2茸の移植を行った．移植後22

日日に末梢血内に仔虫が出現し，24日目，34日目，44

日日，54日日，84日目，114日日，146日日，け6日目，

210日目に適期性を調べたが仔虫数は前著同様次第に

増加して‖4日目に24時間合計仔虫数は1104笠の最高

値を示し，その後は急激な減少巻きたした－　本犬も仔

珪数の少い出現の初期から昼間の仔虫出現がみられ，

8回平均で昼夜の仔虫出現の比率は29．00：70．99％で

夜間出現性を示していた．

210日日に剖換を行ったが成虫は発見出来なかっ

た．なお剖検直前の24時間合計仔虫数は10空であつ

たー（第4表，第6図参照）

第4例：嘩雄各1室の移植を行い，48日夜間間採血

を行って仔虫の検索をしたが陰性に終ったので剖検香

行ったところ右心に雌雄各1葦の活発な成虫を発見し

た■

第5例；嘩姫各1隻の移植を行った．29日目に仔虫

の出現があり，32日目，42日日，52日日，62日日，72

日目，102日目に過期性を調べたところ仔虫数は漸次

増加して最終回に1258隻の最高値を示したが逃亡した

のでその後の観察は行うことが出来なかった●　6回平

均の昼夜の仔虫出現の割合は31●69：68●3叩占で夜間出

第3泰　　移植宋真鞄の成績

斗
剖検結果

苗：2
♀：2

苗：2
♀言4

享…茎　相日日〔59。目〕

ほ日日　〔56日目〕

萱宣宣　　　　　　　　　同上，死亡

1♀…1j38日目〔6サ〔109品〕
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第4蓑　移植犬に於ける面積比による朗押印班α吉例刑抽仔虫の定期出現性
〔3～川回24時間採血の平均値）

」　　　‾■　■・一　　　　　　　　‾‾・・－・　　　　　　　　　－・　・　　　　　　　　　－－　・　　　　　　　　　－・－－－－－－　　　■

二　　」　　　　　l（　。（］　　ぎ

計

j

！

！＿＿l＿　l　】　＝

貞

l

現性を示していた．〔第ヰ表，第6図参照〕
11

第6例：雌堆各1葺の移植香行ったが12日目に死亡

したので剖検杏行ったところ肺動放起始部に堆1彗の

生存を認め，雌は発見出来なかった．なおこの間仔虫

出現はみられなかった●

第丁例；唯堆各1茸を移植したが8日目に死亡し，

剖検により成虫を発見出来ず，仔虫の出現もなかつ

た■

第8例：雌雄各2隻の移植を行い，相日日に仔虫の

、末梢血内への出現春みた∴19日目，29日日，39日目，

49日目，59日目，89日目，119日日，15ロ日日に採血を

行ったところ前述の仔虫出現犬と同様な経過で仔虫数

は59日目に975笠の最高値を示し，その後は次第に鮮

少した．6回平均値に於ける昼夜の仔虫出現の割合は

30■58：69■42ヲ右で通常の夜間出

現性を示している．

剖検に依り堆2隻，雌1葺の

活発な成虫を右心及肺動腺に確

認した．（第4蓑，第6図参

照〕

第9例：嘩堆各1隻の成虫を

移植した．15日目に宋楷血内へ

の仔虫出現があり，16日臥　26

日日，36日日，46日目，56日

目，87日日，‖9日目に採血を

行い．24時間合計抒虫数は56日

日に935葺の最高値を示した。

昼夜の出現の割合は6回平均値

に於て34．76：65．24％で夜間出

現性を示している●

剖検により再発な雌雄各1箋僅右心に発見した．〔

第ヰ蓑，第6図参照）

第川例：唯堆各2彗の移植を行ったが食欲不振を来

して12日日に死亡したので剖検を行った．雌雄各2隻

の括発な成虫を発見出来たが仔虫の出現はない．

第11例：雌雄各1葺を移植し，38日目に末梢血内に

仔虫巷発見した．朝日目，61日目，71日目，日2日日，

109日目に採血し，仔虫数は61日目に73笠の最高値を

示した．昼夜の仔虫出現の割合は3回平均で34－ロロ：

65・99％である．　　　　　、

剖検で雄1蔓を右心に発見したが雌は発見出来なか

った．なお剖検直前の24時間合計仔虫数は15空であ

る■　〔許ヰ表，第6図参照）
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第柑例：嘩碓眉1葺班層植を行ったが仔虫出現はな

く，67日目に剖検を行ったところ成虫は発見出来なか

った●

総括及び考察

12硯の宋感染犬に刀志和カg卯孟β吉例例言f豆ぷ成虫の移

植を行い10頚に成功した，剖検が行われたのは移植后

8日から265日にわたりいろいろであるが，剖検を行

った＝劇中移植成虫が生きたまゝ発見されたのは第

て，2，4，6，8ァ　9，10，11例のB頭で，J亡），肺

動放内にいづれも摘発に運動している－　B例のうち移

植した全数が発見されたのが第4，9，柑例の3琉で

第17　2，6，Bヲ　‖創価5疏では成虫数が鮮少し，

一部は移植後死亡したものと考えられる－

移植数と発見数との割合昏睡別からみると堆は16掌

中廿笠，嘩は相室申6笠で雌の方が率が悪く，移植後

早く死亡するものが多い．従って堆のみが発見された

ものが3顕ある，

文末梢血中に仔虫の出現をみたものは12頭申6萌

で，出現が始まるのは最も早いもので15日日，おそい

もので38日目であった．従って恐らく仔虫の分娩が始

まってから末梢血中に出現するまでにはこれ位の時間

尊必要とするものゝようである．6成典血中の仔虫数

ば日がたつにつれて次第に増加し，56日乃至＝72日目

の間に最高値を示し，その后は

イ子虫数は次第に演少にむかつて

いる．

移植成虫数と末梢血に現はれ

る最高のミクロフィラリア数と

の関係を見ると鍾堆2室の場合40

67，975空，峠4空で1104隻，

雌1隻の場合1285，935，73葺

となっている．文剖検時雌1葺

を発見した3例についてその最

終24時間採血の合計仔虫数奇見

ると夫々282，168，380彗で必

ずしも雌虫成虫数とミクロフィ

ラリア数は平行しない血

仔虫を発見出来なかった6例

はB乃至95日の間に死亡又は剖

焼きれアニものであるが，そのう

ちのヰ例は雌の寄生がみられな

かった．しかし，常11例，筒3

第7図

例は剖検時雌の寄生が認められず既に死亡したものと

恩はれるが少数ではあるが最後まで夫々15，10聾の仔

虫が発見きれている●

次に移植成虫より分娩きれたミクロフィラリアの末

梢血内への出現態度であるが何れも仔虫数は夜間に多

く，明らかに夜間出現性が認められる．しかし仔虫数

のまだ少い出現の初期から昼間にも出現することが注

目きれる■今，昼夜間に放ける出現仔虫数の割合を各

例について面積法により算定してみると昼間29－00乃

至34．76％，夜間70●99乃至65．24％で概ね前報に於け

る33例の平均値と近似している．各例とも移植より剖

検まで数回乃至十数回の採血をくりかえしてみると昼

夜の出現率には可成の変動がみられるが，昼夜の率の

逆転したものはない．

24時間を午前，午後，前半夜，后半夜に4等分して

その率をみると6琉平均値に放て夫々12・67，19・46，

36■56，31－29％で前半夜が最も多く，次いで後半夜，

午後，午前の順となる●〔第7図）

スパトニンを川0～200mg／塵1週間授与し，仔虫が

殆んど消失した後，心から取り出した成虫はすべて生

きており，之を未感染犬に移植しても5例申4例に移

植が成功し，最鰯163日の剖検時まで移植成虫が生き

たまゝ発見きれている．梵そのうち3例に於て末梢血

内に仔虫の出現があり，仔虫出現が始まるまでの期間

移植犬に於ける午前，午后，前半夜，後

半夜の仔虫出現率
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は18日，15臥38日，24時間合計の最苗仔虫数も975，

935，73隻で未処置犬の場合と比べて共に時別の豊泉は

ない■仔虫の定期出現性にも何等の異常も認められな

い・即ちこの位の畳のスパトニンでは成虫に対する殺

虫効果は勿言乱母虫の仔虫分娩能にも柏んど影響がな

いことが推測きれる㌧文スパトニンの作用蓉受けた母

虫から生れた仔虫の定期出現陸にも変化はない．

摘　　　　　要

未感染犬12頭にDirofilaria immitis成虫の移植

実験を行い10頭に成功した.新らしく移植された宿主

に於ても仔虫分娩をくりかえし,仔虫は供給犬と同じ

週期性を示す.又スパトニン100～200mg/kg 1週間の

投与では成虫に対する殺虫作用は勿論,母虫の分娩能

にも影響はなく,新らしく分娩された仔虫の週期性に

も影響がないことを知った.

成虫の移植は今後仔虫の定期出現と宿主の関係を追

求する一つの手段として有意義と考える.

亜・異常環境に於けるミクロブイテリアの週期性

緒　　　　　首

ミクロフィラリアの定期出現性に関する現在までの

研究経過の大要を綜合すると定期出現性の本態は成虫

」のミクロフィラリア分娩とは関係なく，仔虫そのもの

ゝ昼夜に於ける体内分布の変動であり，その原矧ては

宿主生体の生理現象が何等かの関係を有することが想

像される－

人や動物の日常生酒は昼と夜，労働と休養，覚醒と

腱眠との規則正しいくりかえしであって，生体の生理

機能も文これにともってリガ武力ルな変動をくりかえ

しているものと考えられる．この様な生理作用の波動

は我々の生酒環境或は習慣からくる外来刺戟に対する

生体反応，即ちHomeostasisの一つの現われと考え

られる・今までにも好醸軌体温．血乱血中ガス，

その他の生涯槻能の変動とミクロフィラリアの定期出

現との関係について検討が重ねられているが，著者は

．先づこれら個々の生理的数値との関係について考える

前に，Homeostasis　の原因の一つとして外来環境及

び生酒習慣と巻取り上げ，宋験的に生活習慣の転換や

日光を中心とした異常環境を造り上げ，その異常環境

の下に放てミクロフィラリアの宋哨血内出現が如何な

る態度香南すかを観察した●

A・生活習慣の昼夜転換の影響

日常生晒のうちで畳も重要なものとして先づ労働と

障眠をあげることが出来る．ミクロフィラリアの定期

出現性が宿主の珪括習慣特に労働，睡眠と密接な関係

があるであらうといふことは古くMansonがとなえ，

常にMackenヱie，最近ではHunter等の実験が為る●

しかしながら生物の生酒習慣巻完全にしかも長期間

昼夜遵にすることはきわめて困難なことである■　した

がって過去の宋駒を見ても短時間の運動，就床或は睡

眠葉による睡眠巷行はせてその影響を見ているものが

多く，完敗成鰐は必ずしも一致を見ていない．

著者は主として犬を用い，特別の装置によって長期

にわたる労働と陸眠の完全な昼夜転換をはかりその影

響を観察した．

実　験　方　法

写真に示す様なモ―ターを用いた強制運動装置を者

捺し，この装置によって3現のエ厨咄閻卯南京桐巌流

感染犬別8時から翌朝6時迄8乃至9時間歩行運動香

行わせた・2～3日すると犬は昼間睡眠をとる様にな

る．食事は夕方】回投与した●

本箕股を3週間継続し，その間，開始直前，1週間

目，2週間凱　3過間日にミク牒フィラリアの適期陸

を観察した．

強制運動装置：1屈力の三相交流モ―∵タ一に歯軌

変速装置を連結して，轟き4mの廻転棒を回転きせ，

その両端に同時に2環の犬をつないで円周運動を行わ

せる■その場合大の歩行速度が時速4随となる様に設

計した．（写真3，4〕

パンクロフト仔虫保有者に放ては犬の場合程厳密に

陸路労働の時間春規定することは不可能であるが，

9日間にわたり朝6時就床，14～16時起臥それ以列

は臥床を禁じ，覚醒時には夜間散歩，掃除，其の他当

直看護婦の勤務手伝ひ等尊行わせた．昼間の睡眠には

睡眠草は月凱1ず，出来る史静かな睡眠環境を与えて白

怨睡眠杏助けた・昼食は夜中1時に与えた．倍出現仔
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写真3　強制運動装置

江　島　栄　一

写真4　強制運動其置

虫数の記載は面積比法によった．

実　験　成　績

第1例：実験開始前の2時間毎の採血時に於ける6ロ

Cmm申の仔虫数最高値は20慣，これを面積比により

仔虫出現曲線を画くと，最高出現時刻は22～24時の間

にある・叉昼夜の出現仔虫数の比率は38●58：6て●43％

で夜間出現性を示している一案験を開始すると昼夜の

出現仔虫数の比率は夫々1過後には51。55；48．4ヰ％，

2週後には54・31：45・68％，3週後には6トロ5：38●90

％と昼夜の比率が連になり，最高仔虫出現時刻も夫々

4～6時から6～8軌　3過日には遂に12～14時に移

動して仔虫出現曲線の軌ま完全に逆転しに　（第名

園，第5表〕

第2例：実験期始前の最高仔虫数は†999彗，面積比
確町

ほよる最高出現時刻は2ロ～22時，昼夜の出現比率は42

・45：57・52％で夜間出現性が認められる．しかるに昼

夜の出現比率は実験開始後1過後には54．50：45．50，

2週後に40・43：59・軌　3通観に58■95：4日5％と逆

転している■

最高出現時刻は順次6～8時，24～2粗8～1時

ノl

実線太線は3週間後



ミクロフィラリアの定期出現性に関する実験的研究

第5表　I）irofilariaimmitis陰性犬の昼夜転換の面積比による仔虫出現性
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に移動している●　第5表参照〕

第3例：実験直前の60cmm申の最苗仔虫数は155

葺，面積比による最高出現時刻は2～4時で昼夜の出

現比率は42■09：57．91％で夜間出葺熟睡を示している．

宋験開始後の昼夜の出現比率は1過日，40．78：59．2

2，2週目ヰ1．48：58■51，3過日50．64：49．3師右，最

高出現時刻は夫々24～2，4～6，10～12時に移行し

3過日に至って逆転を示している．（第5常春照）

以上3或は21日間の強制的夜間運動により生酒習慣

は全く転換し，昼充分の陣眠をとる樺習慣づけられ

る●　仔虫出現曲線には大幅の変動が砥認きれるが，そ

の逆転への経過を精細に観察すると突然避転がおこる

ものではなく，長時間の間に出現曲線が次第に後方〔

朝の方）へガレてきて遂には逆転がおこるものゝよう

である．結局逆転はほ時間のガレに列ならない．

第ヰ例（パンクロフト仔虫陽性者）：実験直前の最

高仔虫数は相1隻，面積比による仔虫出現曲線は封～

2時に最高値があり，昼夜の出現比率は2●36：97．ヰ6

％で定型的な夜間出現性杏示している．然るに宋験開

始後出現曲線は次第に後方にガレてきて昼間の仔虫出

現率は2日日に21．73ヲ右，7日日に38．90ヲ后，8日冒に

は46●82％と次第に昼間の仔虫出現が増加し，最高仔

虫出現時刻も24～2時から夫々2～4，4～6，6～

8時と移動した．それにつれて曲線の谷もほ～14時に

あったものが16～18，20～22，18～22時に移り過期性

が全体として約6時間筏方にガレが現はれた．巽険終

了9日後には24時間採血を行ってみると最高値は2～

4時となり，昼間出現仔虫数は0●引％に減じてもとの

完全な夜間出現性に罷っていた．（第9園，第6表）

即ち長期間の労働と匝眠の昼夜転換は仔虫の定期出

現性に重要な影響巻及ぼしその逆転も可能である．

B．日光がミクロフィラリ7の

適期性に及ぼす影響

日の出と日没が仔虫の定期出現時間ときわめて明ら

かに併行関係があることからその原因として日光が取

り上げられ，古くから幾多の巽廟が行はれてきたが，

その成捏至は研究者により一定せず，日光の影響ありと

するものと否定するものが相半ばし未だに最終的の結

論が出ていない現況である■

生物の生存，生長，適期性現象には日光が敏くこと

の出来ない要素である一　瞥って菅沼はミクロフィラリ

アが太陽光根に対して硬い陰性の紐性があることを認

めているが，日光が宿主である生体に作用しておこす

生理学的の変化とミフロフィラリアの定期出現性との
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第9囲　バンクロフト促虫者の運動と睡眠の昼夜の転換

嵩架線細線は実験直前
点姦副ま実験2日日　舞捉

太線は7～8～9日　目

第6表：パンクロフト保虫者の運動と睡眠の昼夜転換

関係もゆるがせに出来ない・

日光が生体に作用するルートとして：先づ体表からの

光化学的作用があげられる■　一方眠から入る光が生物

の好醸球，性適期，その他いろいろの適期性に重要な

役割を演じていることが多くの人々に依って権められ

ているー　暇から入る光はこれが直ちに神経エネルギー

となり，生体に広範な変化を与える点で霊視せねばな

予て≡≒‾十三三三二二三二二三二二＿＿三二＋二≡二＿＿テー三…二ニチ＿チ＿

らない．

過去の研究をみると短時間の暗室実験，遮光．日光

直射を行い一時的の仔虫の増減を観察しているものが

多いー　著者は以上のやうな観点から長期間にわたり体

表及眠から入る太陽光紐から遮新きれた栢■主円に於て

ミクロフィラリアの定期出現性が如何なる影響を受け

るかを観察した■
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1－　炭鉱坑内勤務者に栗けるミクロフ

ィ雪リ7の適期性

最近3ケ月間連続して毎日午前8時から16樽まで地

下60Dmの炭鉱坑内で採炭業務に勤務するパンクロフ

ト仔虫院性者を得，その定期出現性を観察した●　愚者

は高島炭鉱に勤務する20才の男子で無症状線虫着であ

る．愚者の毎日の生酒巻略記すると概ね午前6時起

床，朝食，8時10分に入坑，12時昼食，16時出坑，入

．浴，1B時季食，22～23時就床となっている・毎月2回

丑休日があり，普通の生酒巻行う∴最後の公休日は2

月ほ日で緊験は2月28～3月1日に長崎港典端島鉱に

て行った－

実験成操：24時間2時間毎の採血による巽測抒虫の

総数は319葺，これ春画構比になほして曲線を固くと

12～18時の間には仔虫申出現がなく，22～24時に最高

値を京す●

昼間の出現率はわづかに1て2チ右で正常生活者と全く

同様の定型的な夜間出現性督示している－　て第10固〕

患者は月2回の盈休日を除いてはまる3ケ月間，最

後の丑休日から算えても15日間太陽光線にふれる時間

のきわめて少い生酒督しているわけであるがこの程魔

の日光の遮断吏ではミクロフィラリアの適期性には堂
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く影響はないものと考えられる一

2t　入　坑　実　験

実験こ方法：日光との関係を更に追求する目的で2名

のノミンタロフト仔虫保有者を昼間長期間炭鉱坑内に入

坑させコ．日光を遮断した．本案験は長崎港外端島鉱で

行い，実験期間は昭和33年11月20日から12月10日まで

21日間で春期間中朝5時に起床し，正砥に6時に入

坑，相時に出抗した．

坑内の居住場所は縦坑杏エレベーターで34口m下り

それから横穴に約15匝1進んだところで天井に40ワッ

トの電燈1ケ蓉点燈した●坑内のガス成分は換気が良

好で格外気位等しく，気温は27～280Cである－入坑後

8時に朝食，12時に昼食をとり，坑内で1～2時間睡

眠巻とることもあったが大部分は雑読で時尊過ごし

た●　錦同年11月相日舞敵開始日の同地に放ける日の出

は6時5ヰ分，日没はげ時18分で実験期間中は全く太陽

光線に浴せず，朝とタに崖を頂く生酒であった●18時

出坑後は入浴，夕食を済まし22時には就床した●

採血は実験開始直前，開始後2日臥　9日目，13日

臥16日目，20日日に行った●

実　験　成　績

第用固　常山香勤務坑内東の仔虫出現曲線

3ケ月間　B～16時坑円勤務
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第‖列：長崎県小値賀町出身ク15才，古，完敗前の

仔虫数は60cmm申最高545隻を算し，出現曲線は2憎

4時に最高値があり，昼間仔虫出現率は1－06％で明確

な夜間出現を示している．仔虫の昼間出現率は宋験開

頗2日目に3．39％，5日員に1●5門右で殆んど変動を認

めなかったが9日目から仔虫の出現時刻が次第に後方

に伸びてきて昼間出現仔虫数は4■83ヲ后となり，ほ日日

には5．8門右，相日日には9■44％，2ロ日目には9．02ヲ后と

少数であるが午前から午筏jこかけて仔虫の出現がみら

れるようになった．しかし出現曲線の最高値出現時刻

は労働と睡眠の昼夜転換を行った時の様な変動はみら

オLず，常に24～4時の間にあった．宋険路了3日後に

は昼間出現仔虫教は1．25ヲ右で完全に元の適期性に戻つ

ている．〔第用乳　第7表〕

帯2例：長崎県小値賀町出身，15才，琶，実験前の

6Dcmm申の仔虫数は最高28D宴で出現曲線は2～4時

を最高とし，昼間出現率はL23％で明確な夜間出現性

を示している．宋験開始鎮2日日には1．23％，5日目

には0．93％で変化がなかったがその筏．次第に仔虫の出

現時刻が後方に伸びてきて9日日には2－03％，13日目

には5．54％，相日日には9■04チ右，20日日には7．59％と

なって少数ながら昼間も常に仔虫出現が見られた■

この間出現曲線の最高値出現時刻は24～4時の間に

あって殆んど変化がみられない．

本症例でも契鹸終了3日後には路元の適期性に復帰

した一　〔第7表参照〕

以上の実験に依ってパンクロフト保虫者2名を21日

間に亘り太陽光扱から完全に隔離を行ったが，2例共

仔虫出現時間が後方にのび，千首弛）ら午後．にかけて小

数の仔虫出現が認められた－　しかし最高仔虫数を戻す

時刻は依然として24～4時にあり，曲線全体のガレは

殆んどないー　即ち，日光遮断の影響は完全には否定は

できないが，睡眠の転換時樫著明ではない．

3．盲人のミクロプラ√リアの週期性

実験材料：眠から入る日光の影響をみるために長崎

市の盲学校生徒の集団換血を行い，2名の無症状パン

クロフト仔虫保有者をえて，昭和32年5月及び33年12

月に適期性を調べた．

第11園　入坑による日光の遮断〔1）

15辞令●　21日間昼間入坑

※宋違和ま実験閑地直前
点違釦ま宋験9日目　　鎖線は巽験16日目

欄外の数字は仔虫出現率
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第7表　　バンクロフト保虫者の入坑巽敵時に於ける仔虫の定期出現性

実　験　成　績

帯1例：8才，男，全盲（石無限球，左眼球鰐）■

晒和32年5月検査時には60cmm中の最高仔虫数は367

葺で面積比による最苗出現時刻は22～24時にあり，昼

間出現仔虫数は1．03％で定型的な夜間出現性を示して

いる．約1年単級の33年12月には60cm血中の最高仔

虫数は111隻で前回の路3分の1に演じていた．出現

曲線は2～4時に最高値があり，昼間の仔虫出現率は

ト80％で正常人と全くかわらぬ明確な夜間出現性のあ

ることが証明された．

第2例：15才∴乱視力右0（無眼球），左ロー03，

眼前指動〔角膜剥離）．僻和32年5月の検査時には60

Cmm申の最高仔虫教は147隻で2～4時に最高値があ

り，昼間の出現率は4●05％で夜間出現性を戻してい

た．全く治療は行はなかったが約1年単級の33年ほ月

には本症例は仔虫は陰性となった．

即ち，盲人に於けるミクロフィラリアの定期出現性

は正常人のそれと相違は認められない●

4■　眼球摘出のミクロフィラリアの遥

期性に及ほす影響

果敢材料及方法：臣民から入る先のミクロフィラリア

の週期性に及ぼす影響を更に追求するために上け叩カ・

Jαγ亘α岩肌桝ま孟砧仔虫陽性犬2戒で限≡韓摘出実験を行つ

た．

眼球を摘出すると最初2，ヨ日間は非常に行動が用

心深くなるが，次第に慣れてきてその後は普通の生活

と余り変らないようになる．

実　験　成　績

革1例：摘出前の2回の検血で24時間の合計仔虫数

は夫々46ほ，3791空で面積比による昼間の仔虫出現率

は28－88％と33．92％で夜間出現性を示している．眼球．

摘出後2日日，6日日，‖日臥19日目，63日目に適

期性を調べ，昼間の仔虫出現率は夫々41．7帥右25．28

％，33．64モ‰　3丁．26％，44●82％で常に夜間出現性を

示している■　最高仔虫出現時刻も常に夜間にある．〔

帯昌泰）

第2例：摘出前の2回の採血で24時間合計仔虫数は

夫々165，169垂で面積比による昼間の仔虫出現率は夫

々46●15，44．27％で夜間出現性在京している■摘出后

3日目，6日目，10日目，20日目に適期性を調べ，昼

間の仔虫出現率は夫々44●2岬右，42．ロ4艶，40．11艶，

24－92ヲ右で最高仔虫出現時刻も常に夜間にあり眼球摘

出による影響はみられない．（第9表〕

以上2二琉の朗γ〃βgαγ志αま桝刑記査ぶ仔虫陰性犬で隈

球摘出宋験を行ったがミクロフィラリアの適期性に影・

響はなかった．

5．鉛板による遮光がミクロフィラリ

7の適期性に及ほす影響

実験村科：2名のヨ耗症状バンクロフト仔虫保有者で
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第畠表　　眠摘犬の仔虫の定期出現性

江　島　栄　一

慧仲村市中碑何軒同相

第9寮　　眼摘犬の仔虫の定期出現性

慧両村可軒可亘耳丁戸車軒下市村奉伺麺
165

169

101

181

172

】46

実験倭行った．1名は昼夜転換実験を行った患者でそ

れより約2年前に本契駒を行った．他の1例は第3襲

鹸の全盲の愚者である．

実験方法：朝6時から18時まで厘き3mmの鉛板を

両眼にあてて充分に槻たいを施し，2＝］間完全に日か

ら入る太陽光捉を遮断した．匝眠，食事等は正常通り

としたが昼間の動塾が普通と較べ鞍分線睦になったこ

とは虐めない．

第1碗は昭和32年2月柑白から3月‖白まで21日間

賛験を行い，契験開始直前∴開始後2日日，5日日，

Ⅲ日日，12日日，21日目に適期性巷調べ，帝2例は昭

和33年12月25日から里34年1月14日まで実験尊行い直

前，7日日，‖日日，21日目に適期性呑調べた．

実　験　成　績

第1例言長崎県伊王島村出身．16才，♀．実験直前

の60cmm申の畳苗仔虫数は相7葺で面積比による仔虫

出現曲線は2～4時を最高値とし巨昼間の出現率は

0．8ロ％で明砥な夜間出現性を示している．昼間の出現

率は2日日には2●86％，5日日には2●46％で余り変化を

みなかったがその後少数ながら昼間も常に仔虫が出現

するやうになり，10日目には3．5押占，2＝］目には19・75

％となった●　この間最高出現時刻は夫々24～2時，22

～2ヰ時，2ヰ～2時，4～6時で強い変動は見られな

い．〔第12園，第18表〕

第2例：直前の60cmmmの最高仔虫数は‖1隻で面

積比による昼間仔虫出現率は1．8ロ％で正常の夜間適期

性を示していたが鉛板装着後21日目には昼間出現率は

ほ－07艶に増加し，特に午前中の仔虫出現が多くなつ

た．この間曲線の最苗値は2ヰ～6時にあり，特に昼間

出現の多くなった21日日でも2～4時であった．（帯

川表参照〕

即ち2例のパンクロフト仔虫膵有者に21日間という

長期叱わたる鉛板に依る遮光宋鹸杏行い，仔虫出輝時

間が後方にのびてきて昼間出現仔虫数が増加しアし．こ

の変化は遮光宋敵中の最大のものであるが入坑冥験の

影響によく似てその変化は仔虫出現時間の後方への伸

びであって，鼓笛出現時刻には始んど変化がない，
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轟12図　録坂巻用いた目かくしによる遮光　用才♀．2＝ヨ間
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ほ　　I4　　I占

ト…⊥0．75柵ナ1．射 誓　ヱ草　22　餌　2　4　右　㌣…書冊ギ榊i
試乗線は緊験開始直前　　点線は完敗相日日
鎖線は襲験21日日　　　欄外の数字は仔虫出現率

算用蓑　　パンクロフト保虫者の鉛板に依る遮光契陰に放ける仔虫の定期出現性

唯葦2例のやうにモ完全な全盲患者に遮光眠たい各行　　換及日光の遮断がミクロフィラリアの定期出現性に細

って影響がみられたことは興味がある．　　　　　　　　何なる影響尊与えるか杏観察した．

総括及考察
1●郎川βねγfα吉例桝捕ぶ仔虫陽性犬3顔を著者が

考案した強制運動装置にかけて夜8乃至9時間歩行運

動を行はせると，昼間に充分のE垂眠巷とるやうにな著者は労働と睡眠の長期間にわたる完全な昼夜の転
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り，労働と陣眠が昼夜完全に転換きれた異常生活習慣

を与えられる。実験開始後2，3日間は余り影響はみ

られないが7日日頃から次第に影響があらわれ仔虫出

現時間が順次右方にガレ，午前から昼間にかけての仔

虫出現率も開始前夫々38●58％，42●45ヲる，42．09％で

あったものが3過日には実に61．05％′　58，95ヲ右，50．6

4ヲ右と3頭共産夜間の比が逆転した．文最高抒虫出現

時刻も次第に右万にガレ，3過日には8～74時の間に

移動してク仔虫出現曲線全体として3成典完全な昼夜

の逆転が完成した。

即ち仔虫出現の昼夜の逆転は12時間のガレであつ

て，このガレの現象は重要である■先に　Mackenzie，

Hunterの人についての実験もあるがミクロフィラリ

アの適期性は酔眼と労働の長期間にわたる転換で重要

なる影響をうけブ　その逆転も可能である●

人の場合は犬の様に生酒習慣の転換は完全には行う

ことが出来ないが7　労働と酔眼倭昼夜逆にすると昼間

の仔虫出現が漸次増加して8日日には昼間出現率は

ヰ6．82％に達し，曲線の6時間のガレがあらわれた●

2○　日光との関係をみるために第2の異常環境とし

て日光から遮断された宿主内に於けるミクロフィラリ

アの定期出現性を観察しナニ

先づ第卜実験として最近3ケ月間昼間毎日8時から

ほ時まで地下600mの炭鉱坑内で勤務し∴太股光線に

浴する時間の少い生活を続けている採炭夫について観

察したが，その定期出現性には正常生活者と相違が認

められない中

箱2実験としてバンクロフト線虫者2名を毎日日の

出前から日没筏．まで地下340mの坑内に入れ，21日間

完全に日光から遮断を行うと，仔虫出現時間がわずか

に右方にのび子牛前中から昼間にかけて少数の仔虫の

出現がみられたが，最高仔虫出現時刻は依鶉として24

～4時の間にあり曲線全体としての変化は著明でな

い．

珪体に光が作用するルートとして眠から入る光が神

経刺軌となり動物の体色の変化，色素臨月包の伸縮〔

Sereni，Parker，Slorme，Hogben，合田〕，動物の

性過期〔Bisone七te，Burg■er〕，日適期運動〔正almer〕，

呼吸運動〔RodenⅥrald〕，殊に好酸球の日内変動（Feld－

man，Londow，Bppel，Halberg〕など生体の生理機

能に重要な役割となっていることが認められている一

かゝる意味で目から入る光の遮断を行ってミクロフィ

ラリアの適期性を観察した．

即ち贋3賢験として2名の盲人（1名は全盲，7名

は左眼前精勤〕の仔虫保有者についてミクロフィラリ

アの適期性巷調べたが正常人のそれと全く相違がな

い．

貸4巽放として2前の感染犬について眼球摘出を行

い夫々20，63日間にわたり観察在行ったがこれも特別

の変化が認められない．

唯第5実験として21日間鉛板を用い完全な遮光限た

い巷ほどこした2例のバンクロフト仔虫保有者に於て

は仔虫出現曲線が右方にのび，昼間でも13．06ヲ右，16．

75％の仔虫の出現をみた．この成院は日光遮断に関す

る実験例では最大の変化であるが，その変化は入坑実

験の場合と似ており，最高仔虫救出現時刻のガレはな

く，曲線全体としての変化に乏しい．唯その中の1例

は前実験に用いた全盲患者であるが，遮光眠たい装着

により始めて幾分かの変化が見られたことは注目香車

する．

これら日光遮断の実験によって昼間の運動が多少と

も制限きれるのでその影響も考慮に入れなくてはなら

ないが，日光の遮断の影響も文完全には否定はできな

い．しかしその変化は昼間に少数の仔虫が出現した程

度で定期出現性そのものには殆んど変化がなく，労働

と酔眠の昼夜転換に比べればその影響は非常によわ

い．

以上の成濃からミクロフィラリアの定期出現性の成

立には日光よりも昼働いて夜寝るという生活習慣がよ

り強く作用しているものと考えられる一

生体には列界からの刺戟を受けるとこれに反応し，

自律神経系，ホルモン系等が中心となって内部環境の

恒常性をはかり，自己を防衛しようとする働きがあ

る－　Cannonは之をHomeostasis　と呼んでいる■

我々の生体をみても体温，基礎代謝，予肺アルカ

リ∫k／Ca比，アドレナリン楳物質，17KS排泄仁好

酔軋好中球○リンパ球，紀綱状，血中のPhosphat

脈揮数，血圧，肺酒量，肺胞内炭酸ガス，運気畳その他

多くの生理機能が昼夜に亘って親則正しいリズムを以

って目差変動をしていることばよく知られている○　過

去に於ても体温，好酸球，血圧，肺胞内ガス等とミク

ロフィラリアの定期出現との関係が検討されたことが

あるが，このような生理職能の日蓮変動も白然の生活

費境，習慣からくる刺故に対するHomeostasisの一

つのあらわれと解することが出来る．しかしながら生

萱聖職誰の目差変動は人鞍史的経過に放て昼と夜との親

則正しいくりかえしに対する長い間の適応の結果拉得

きれた生物学的の習性で強い慣性があり，一時的の刺

戟や短期間内の昼夜転換の冥敵によってそのリズムを

変化させることは不可能とされている．恐らくは三ク
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ロフィラリアの定期出現性もこれと関連した性格のも

･のでその適期陸に変化を来きせるためには長期間にわ

たる辛樺強い冥臨が必要と考えられる-

かつて管熟まミクロフィラ1}アに太陽光諸掛こ対する

琶凱個性のHeliotropismusがあること巷認め,定

期出現陸の原甑をこういった日光に対する仔虫そのも

のの生物学的性質に求めようとしたことがあるが,ミ

クロフィラアに働いて定期出現性をおこきせる真の原

･因は昼夜にわたる生体の生理作用の日昌変動や-利親

に対する振動反応の過程の申に存在するように思われ

る.

摘　　　　　要

1.長期間にわたる労働と睡眠の昼夜転換を行うと

Diroflilaria immitis仔虫,バンクロフト糸状虫仔

虫の定期出現性に重大な影響を及ぼし,その逆転も可

能である.

2.バンクロフト糸状虫仔虫保有者を長期間に亘り

太陽光線から隔離すると,少数の仔虫の昼間出現が現

われるが,その影響は前者には及ばない.

3.ミクロフィラリアの定期出現性の成立には生活

習慣からくる生理作用の日差変動と密接な関係がある

と想像される.

d潤筆にあたり終始潮熟むな御指導と御校閲の労

をとられた北村精一学長並びに片峰大助助教授に

深甚の謝意を表する● )
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S ummary

  There are various theories, including LANE'S theory of cyclic parturition, to explain

the mechanism of the periodicity of microfilariae. We cannot say yet, however, that

the question has been satisfactorily answered. But it is very probable that the micro-

filarial periodicity is anyhow associated with diurnal tensity and nocturnal sluggishness

of the host. The author rather leans to a view that physiological chahges in the host

 are responsible for the migration and removal of microfilariae to and from the peri-
pheral circulation.

  Results of the author's investigations in this respect are summarized as follows:

  1) The number of microfilariae was counted in the way mentioned below. A

secondary histogram was drawn by percentage rate of each area contained between

both adjoining columns, which have shown the number of microfilariae in 60cmm of

the peripheral blood taken at two-hours intervals, to the total area contained between

the first column and the last one on the primary histogram. This method seemed

rational and practically successful. Thus, especially in case of Wuchereria bancrofti, a

bilaterally symmetrical figure was drawn with a almost smooth curve usually.

 2) In Wuchererla bancrofti, only 0% to 6.47%, or 1.99% on the average, of

microfilariae were obtained during the day, increasing in the number to a maximum
between 24:00 and 2:00. In Dirofilaria immitis, 23.3% to 48.35%, or 36.93% on the

average, of microfilariae were found during the day, showing the peak of the number

between 20:00 and 22:00.
  3) 11 out of 16 male and 6 out of 18 female adult worms of Dirofilaria immitis
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were found to have survived in 10 out of 12 dogs which they were transferred to,

indicating that female worms became extinct more earily than male wormsdid. Ap-

pearance in the peripheral blood of microfilariae, being most flourishing between 56.

and 172. day after infection of hosts, was detected in 6 dogs inoculated with one to

four female and one or two male adult worms, attaining to 4.067, 1.104, 1.288, 935 and

731 in the maximal number severally in each dogs. Five infected dogs, after they had

been given 100 to 200mg/kg of diethylcarbamazine for a week to cleare off the peri-

pheral blood of microfilariae, were reinfected with both female and male adult worms.

But there was nothing particular to be seen in survivorship and parturition of inoculated

worms as well as in periodicity of microfilariae.

4) Three dogs infected with Dirofilaria immitis were forced into taking a continu-

al movement, by being kept on a motorized apparatus planned by us, for 8 to 9 hours

at night, resulting in that they slept well in the daytime. On the 7th day after start-

ing this experiment it was found that appearance in the periphery of microfilariae

became rather diurnally superior in number, amounting to 61.05%, 58.95% and 50.04%

severally in each dog, showing the peak between 8:00 and 14:00. The fact was

confirmed in a carrier of Bankroft's microfilariae, too. When the hours of activity

and sleep were reversed, 9 days thereafter, the peak of the curve was found to have

shifted to the right as many as 6 hours.

5) In case of a miner who worked in a 600 meters deep mine under the ground

every day from 8:00 to 16:00 throughout three months, two men who were experi-

mentally kept in a 340 meters deep mine under the ground 6:00 to 18:00 for three

weeks in succession, two persons with total blindness, and two men who were experi-

mentally blindfolded with lead discs during three weeks, it was observed that an intercep-

tion of the sunlight had nearly no essential influence upon the nocturnal periodicity

of Wuchereria bancrofti, exclusive a only fact that a diurnal appearance in the peripheral
blood of a few microfilariae, detectable in the morning and on the afternoon, was

provoked thereby. By way of experiment both eyes were enucleated in two dogs found
to havour Dirofilaria immitis. But little change in the microfilarial periodicity was

seen in spite of a long observation.
Conclusion : •\ Thenocturnal periodicity of microfilariae is likely primarily due to

a habit of living of the host: working in the daytime and sleeping at night.
•ˆ (Author)
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